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1.まえがき 

 近年、プラスチックごみによる環境破壊が問題

となっている。そこで私たちは、分解速度を操作

できないという問題を解決し生分解性プラスチッ

クの普及を促進することで、環境破壊の進行防止

に貢献できるのではないかと考えた。そこで私た

ちは、生分解性プラスチックの分解速度を操作す

ることを目的に研究を行っている。 

 

2.先行研究 

 本校卒業生の研究である「生分解性プラスチッ

クの小規模生分解性評価方法－シャーレで行う簡

易評価実験の考察－」（生分解性プラスチックの

普及に向けて-シャーレで行う簡易評価実験-）を

先行研究とする。この研究では、私たちが作成し

た色素を含んだ生分解性プラスチックのフィルム

を用いる。これに加水分解を行って表面積を大き

くして分解させやすくしたのち、酵素溶液に浸す

ことでプラスチックを分解し、それとともに溶出

した色素量を分光分析によって測定する。この測

定値をもとに、プラスチックの分解度を算出する

（この値を生分解進行指数とする）。 

 

 

3.第一実験 

 色素としてナイルブルーを用い、生分解進行指

数は、 

 

 
とする。 

 

3.1.目的 

生分解進行指数の精度を高めることを最終目的

とする。生分解進行指数を求めるのに必要なナイ

ルブルー検量線をより正確に求める。 

 

3.2.実験方法 

15.00 mg/L、10.00 mg/L、5.00 mg/L のナイル

ブルー溶液をつくる。 

分光光度計でそれぞれの溶液の吸光度を測り、

ナイルブルー検量線を求める。 

 

 

3.3.結果 

表１ 各濃度の吸光度 

 15.00 mg/L 10.00 mg/L 5.00 mg/L 

吸光度 1.577 1.644 0.885 

 

3.4.考察 

吸光度と濃度にはっきりとした比例関係が見ら

れなかった。このような結果になった理由として

ナイルブルーが溶け残ったことがあげられる。 

十分な時間ナイルブルー溶液を放置してもナイ

ルブルーが全て溶け切ることはなく、吸光度もそ

れ以上は変化しなかった。そのためナイルブルー

検量線を正確に求めるのは困難なので、生分解進

行指数とは別の評価法を考案すべきだと判断した。 

 

4.第二実験 

4.1.目的 

第一実験の検量線を求める方法とは別の分解速

度の求め方を考案し、実験する。 

 

4.2.実験方法 

先行研究と同様に、色素を含んだ生分解性プラ

スチックのフィルム（ポリブチレンサクシネート）

を複数個作成する。 

１つのプラスチックフィルムを基準として、条

件を変化させたプラスチックフィルムと基準との、

酵素による分解で溶出した色素の濃度を比較して、

分解度の変化を調べる。 

 

4.3.問題点 

4.2.の実験方法では、すべての実験において一

つの基準を基に評価するために、各実験における

基準のプラスチックフィルムの状態が同一である

必要がある。状態を同一にするためには、各基準

フィルム間で加水分解による表面の差が大きい点

や、色の差が大きい点などの状態の差異をなくさ

なければならない。 

 

4.4.現時点で行った対策 

加水分解による表面の差や、色の差（色素粒子

の入り方の違い）を電子顕微鏡で調べた。 

 

 

http://seika.ssh.kobe-hs.org/media/common/KadaiKenkyuu/kagaku/2018/%E7%94%9F%E5%88%86%E8%A7%A3%E6%80%A7%E3%83%97%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%81%E3%83%83%E3%82%AF%28%E3%83%9D%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%BC%29.pdf
http://seika.ssh.kobe-hs.org/media/common/KadaiKenkyuu/kagaku/2018/%E7%94%9F%E5%88%86%E8%A7%A3%E6%80%A7%E3%83%97%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%81%E3%83%83%E3%82%AF%28%E3%83%9D%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%BC%29.pdf


 
図 1 電子顕微鏡でみた生分解性プ

ラスチックの表面１ 

 

 
図 2 電子顕微鏡でみた生分解性プ

ラスチックの表面２ 

 

 
図 3 電子顕微鏡でみた生分解性プ

ラスチックの表面３ 

 

 

4.5.考察 

図１の白い粉のように見えるものは色素、また

はプラスチックが砕けて乱反射しやすくなったも

のである可能性がある。 

図２からは、フィルムの表面に細かい凹凸があ

るのがわかる。これは加水分解によるものである

可能性がある。 

図３の角ばったものは、加水分解時に使用した

水酸化ナトリウム水溶液のすすぎ残しが、結晶化

したものである可能性がある。 

 

 

4.6.今後の展望 

・4.5.で考察した可能性の真偽を調べる。 

・4.3.で示した問題点の解決をさらに進める。 

・分解速度の操作を可能にする条件を考える。 
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 図 4 ポリブチレンサクシネートの構造式 
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